
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                              
 

古
刹
・
善
勝
寺(

端
気

町)

の
御
本
尊
と
し
て
鎮

座
す
る
国
指
定
重
要
文
化

財
の
「
鉄
造
阿
弥
陀
如
来

坐
像
」
は
元
・
国
宝
で
仁
治

四(

１
２
４
３)

年
、
小
坂

子
町
の
月
山(

築
山)

で
製

造
さ
れ
た
仏
像
で
す
。
月

山
は
嶺
墓
地
公
園
の
東
南

３

㌔

ほ

ど

の

地

点

で

す

が
、
赤
城
山
の
裾
野
か
ら

広
が
る
雑
木
林
と
田
畑
の

境
で
、
場
所
の
説
明
は
極 
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鉄
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と 

元
安
置
の
跡 

  

12
月
の
主
な
行
事
予
定 

12
月
3
日(

月)

グ
ル
ー
プ
連
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃(

芳
賀
公
民
館)

 
    

12
月
28
日(

水)

芳
賀
公
民
館
仕
事
納
め 

め
て
困
難
。
こ
れ
と
い
っ

た
目
印
も
付
近
に
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

車
両
が
や
っ
と
通
れ
る

凸
凹
道
の
行
き
止
ま
り
が

月
山
で
、
山
と
山
の
間
は

鬱
蒼
と
茂
る
大
木
に
覆
わ

れ
、
そ
の
中
に
「
善
勝
寺
本

尊
鉄
造
阿
弥
陀
如
来
安
置

址
」
と
記
さ
れ
た
標
柱
が

表
れ
ま
す
。
歩
み
を
進
め

る
と
一
帯
は
開
け
た
広
場 

と
な
り
ま
す
。
一
角
は
下 

 

草
も
刈
ら
れ
「
元
安
置
之

跡
」
の
碑
が
た
た
ず
み
ま

す
。
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
、

平

ら

に

な

っ

た

所

も

あ

り
、
そ
こ
に
か
つ
て
御
堂

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
で
き
ま
す
。 

          

古
老
に
よ
れ
ば
、
そ
の

昔
、
こ
の
付
近
に
は
当
時

と
し
て
は
大
き
な
集
落
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
つ
い

最
近
ま
で
、
如
来
さ
ま
の

製
造
途
中
で
出
来
た
「
か

な
く
そ
」
と
呼
ば
れ
る
鉄

く
ず
も
付
近
に
散
乱
し
て

い
ま
し
た
。 

伝
説
に
よ
れ
ば
「
昔
小

坂
子
の
月
山
に
御
堂
が
あ

っ
た
。
御
堂
の
裏
は
沼
田

街
道
と
云
っ
て
、
大
胡
か

ら
石
井
を
通
っ
て
沼
田
に 

 

通
ず
る
街
道
で
あ
っ
た
。

…
仁
治
三
年
十
二
月
、
親

鸞
上
人
が
諸
国
を
巡
回
の

途
路
、
こ
の
御
堂
に
立
寄

ら
れ
た
。
…
上
人
の
非
凡

な

人

格

を

悟

っ

た

村

人

は
、
こ
れ
を
期
し
て
阿
弥

陀
如
来
の
像
を
造
る
よ
う

に
上
人
に
願
い
出
た
。
…

座
長
二
尺
八
寸
六
分
、
目

方
二
十
三
貫
四
百
匁
、
大

勧
進
僧
心
禅
為
法
界
衆
生

平
等
利
益
也
、
仁
治
四
年

二
月
に
刻
み
、
こ
の
本
像

を
堂
に
安
置
し
て
…
」
と

芳
賀
村
史
に
は
綴
ら
れ
て

い
ま
す
。 

そ
の
後
、
如
来
さ
ま
は

戦
火
を
浴
び
た
り
盗
み
出

さ
れ
る
な
ど
、
波
乱
の
変

遷
を
経
ま
す
。
そ
し
て
明

治
十
三(

１
８
８
１)

年
、

鎮

座

し

て

い

た

西

新

井

（
小
坂
子
）
城
主
の
菩
提 

寺(

今
は
無
い)

か
ら
善
勝 

寺
に
納
め
た
い
と
願
い
出

さ
れ
ま
し
た
。 

善
勝
寺
の
正
式
名
称
は

艮
場
山
慧
雲
院
善
勝
寺
。

延
暦
年
間
（
７
８
２
―
８

０
６
）
の
創
建
と
い
う
由

緒

あ

る

天

台

宗

の

寺

院

で
、
延
暦
寺
の
直
末
。
厩
橋

城
主
の
古
文
書
や
、
北
条

時
頼
が
諸
国
巡
歴
の
折
こ

の
寺
に
立
ち
寄
っ
た
と
い

う
伝
説
も
残
り
ま
す
。 

如
来
さ
ま
は
、
鎌
倉
時

代
の
仏
像
の
特
徴
を
如
実

に
表
す
希
少
な
も
の
。
少

し
左
を
向
い
た
表
情
は
、

ふ
く
よ
か
で
柔
和
。
昭
和

三(

１
９
２
８)

年
か
ら
同

二
十
五(

１
９
５
０)

年
ま

で
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

気
品
が
漂
い
ま
す
。 
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善勝寺に鎮座する「鉄造阿弥陀如来坐像」  
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